
提

出

者

原

陽

子

平
成
十
四
年
十
二
月
十
三
日
提
出

質

問

第

五

一

号

川
辺
川
ダ
ム
建
設
に
よ
り
廃
止
補
償
さ
れ
る
発
電
所
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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川
辺
川
ダ
ム
建
設
に
よ
り
廃
止
補
償
さ
れ
る
発
電
所
に
関
す
る
質
問
主
意
書

熊
本
県
で
は
、
企
業
局
が
経
営
す
る
八
つ
の
発
電
所
の
一
つ
で
あ
る
荒
瀬
ダ
ム
が
七
年
後
の
水
利
権
許
可
期
限
が
切
れ
る
こ

と
を
機
に
、
撤
去
す
る
決
定
を
下
し
た
。
同
県
に
よ
れ
ば
、
撤
去
が
決
ま
っ
た
荒
瀬
ダ
ム
の
発
電
量
（
最
大
出
力
一
万
八
千
二

百
ｋ
Ｗ
、
年
間
目
標
電
力
量
七
千
四
百
六
十
四
万
九
千
ｋ
Ｗ
／
ｈ
）
は
県
内
の
使
用
電
力
の
一
％
未
満
で
、
全
体
の
電
気
供
給

に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
。

荒
瀬
ダ
ム
の
あ
る
球
磨
川
の
支
流
で
国
が
推
進
し
て
い
る
川
辺
川
ダ
ム
も
、
建
設
推
進
の
一
つ
の
大
き
な
柱
が
、
か
つ
て
は

発
電
で
あ
っ
た
が
、
水
力
発
電
が
発
電
の
中
心
で
あ
っ
た
時
代
が
終
わ
っ
た
今
、
川
辺
川
ダ
ム
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
発
電
事

業
の
妥
当
性
や
必
要
性
、
採
算
性
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
を
要
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
川
辺
川
ダ
ム
計
画
に
伴
う
発
電
事
業
の
本
質
は
、
新
規
の
発
電
所
建
設
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、

ダ
ム
で
沈
む
予
定
の
三
つ
の
発
電
所
の
補
償
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
の
方
法
で
必
要
な
電
力
が
確
保
で
き
れ
ば
、

国
費
を
無
駄
に
発
電
所
の
建
設
に
費
や
さ
ず
に
、
よ
り
安
価
な
方
法
で
目
的
の
達
成
が
可
能
で
あ
る
。
電
力
の
自
由
化
な
ど
新

し
い
電
力
供
給
体
制
の
流
れ
と
と
も
に
、
農
業
用
水
へ
の
新
規
水
需
要
や
治
水
と
い
う
他
二
つ
の
本
質
的
な
推
進
理
由
す
ら
問

わ
れ
な
お
さ
れ
て
い
る
今
、
そ
れ
と
同
時
進
行
で
、
河
川
法
の
改
正
で
、
河
川
環
境
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
全

一



国
民
の
間
に
す
っ
か
り
定
着
し
、
で
き
る
こ
と
な
ら
川
は
ダ
ム
で
せ
き
止
め
な
い
方
が
い
い
と
い
う
意
識
も
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
こ
こ
で
、
発
電
所
と
い
う
付
随
的
な
推
進
理
由
を
問
い
直
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
以
下
、
確
認
を
含
め
て
、
質
問
す
る
。

�

川
辺
川
ダ
ム
に
沈
む
予
定
の
既
存
の
発
電
所
は
、
九
州
電
力
が
所
有
す
る
川
辺
川
第
一
発
電
所
（
最
大
出
力
二
千
五
百
ｋ

Ｗ
）
と
、
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
が
所
有
す
る
頭
地
発
電
所
（
最
大
出
力
五
千
二
百
ｋ
Ｗ
）
と
川
辺
川
第
二
発
電
所
（
最
大
出
力

八
千
二
百
ｋ
Ｗ
）
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
国
が
「
廃
止
補
償
」
を
行
う
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
の
立
場
で
あ
る

こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。

�

廃
止
補
償
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
三
つ
の
発
電
所
に
代
わ
る
新
し
い
相
良
発
電
所
の
建
設
費
を
、
国
が

負
担
す
る
と
い
う
理
解
で
間
違
い
は
な
い
か
。
間
違
い
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
建
設
費
は
い
く
ら
か
。
間
違
い
で
あ
れ
ば
、
実

際
は
ど
の
よ
う
な
費
用
負
担
が
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
。

�

九
州
電
力
の
川
辺
川
第
一
発
電
所
の
発
電
開
始
年
は
昭
和
十
二
年
で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
が
、
他
の
二
つ
の
発
電
所
の

発
電
開
始
年
月
、
お
よ
び
三
つ
す
べ
て
の
発
電
所
の
水
利
権
の
更
新
時
期
は
い
つ
か
、
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
い
。
ま
た
三
つ

の
発
電
所
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



�

三
つ
の
発
電
所
の
代
わ
り
で
あ
る
相
良
発
電
所
は
、
最
大
出
力
一
万
六
千
五
百
ｋ
Ｗ
で
、
電
源
開
発
株
式
会
社
が
事
業
者

と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
経
営
、
維
持
、
管
理
、
電
気
の
売
買
、
電
気
の
価
格
設
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担

を
国
、
チ
ッ
ソ
、
九
州
電
力
と
の
間
で
担
う
の
か
。
国
費
で
建
て
た
発
電
所
を
電
源
開
発
が
運
営
維
持
し
、
九
州
電
力
と

チ
ッ
ソ
に
売
電
す
る
と
い
う
理
解
で
間
違
い
は
な
い
か
。
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
い
。

�

三
つ
の
発
電
所
の
う
ち
、
九
州
電
力
の
川
辺
川
第
一
発
電
所
（
平
成
十
三
年
の
稼
働
率
九
十
一
％
）
は
、
同
社
全
体
が

持
っ
て
い
る
水
力
発
電
所
の
供
給
力
全
体
の
〇
・
一
％
、
全
発
電
所
の
供
給
力
の
〇
・
〇
一
％
で
し
か
な
い
。
九
州
電
力

は
、
二
千
五
百
ｋ
Ｗ
の
電
力
を
ど
う
し
て
も
電
源
開
発
の
相
良
発
電
所
か
ら
買
い
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
と
理
由

は
あ
る
か
。
そ
れ
と
も
、
自
社
が
持
つ
二
千
百
八
十
万
五
千
ｋ
Ｗ
の
供
給
力
の
中
で
の
調
整
が
可
能
か
、
九
州
電
力
に
事
情

聴
取
し
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

�

チ
ッ
ソ
株
式
会
社
が
所
有
す
る
二
つ
の
発
電
所
で
あ
る
頭
地
発
電
所
と
川
辺
川
第
二
発
電
所
の
最
大
出
力
は
そ
れ
ぞ
れ
五

千
二
百
ｋ
Ｗ
と
八
千
二
百
ｋ
Ｗ
で
、
そ
の
合
計
は
、
九
州
電
力
の
全
供
給
力
の
〇
・
〇
六
％
に
過
ぎ
な
い
。
チ
ッ
ソ
に
と
っ

て
は
、
自
社
発
電
所
を
手
放
し
電
気
を
電
源
開
発
か
ら
買
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
か
ら
確
保
し
て
も
物
理
的
に
は

変
わ
り
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
電
源
開
発
の
相
良
発
電
所
か
ら
電
気
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
あ
る
か
。
チ
ッ

三



ソ
に
事
情
聴
取
し
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

�

電
源
開
発
の
相
良
発
電
所
の
発
電
単
価
は
い
く
ら
に
な
る
か
。
電
気
を
買
う
企
業
側
か
ら
見
れ
ば
、
ど
の
発
電
所
か
ら
電

気
を
買
う
か
は
重
要
で
は
な
く
、
い
か
に
競
争
力
の
高
い
価
格
の
電
気
を
買
え
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
こ
と
に
チ
ッ
ソ
は
、

平
成
十
二
年
度
以
降
、
水
俣
病
患
者
補
償
に
対
す
る
抜
本
的
な
支
援
措
置
を
国
か
ら
受
け
て
お
り
、
一
円
で
も
安
い
電
気
を

買
う
べ
き
立
場
に
あ
る
。
ま
た
、
他
の
方
法
で
よ
り
安
価
な
電
気
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
費
で
作
る
新
し
い
発

電
所
以
外
の
補
償
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
は
納
税
者
の
た
め
に
も
賢
明
で
あ
る
。
他
の
手
段
に
よ
る
電
力
確
保
コ
ス
ト
、
社

会
コ
ス
ト
、
財
政
コ
ス
ト
と
比
較
す
る
た
め
に
も
、
発
電
単
価
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


